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平 成 27年 8月

警  察  庁

警察における発達障害者への対応について

1 専門教育における対応
○ 捜査員等に対 して、必要な専門的知識を修得させる「専門教育 (刑
事任用時等の教育 )」 において、発達障害者の取扱いにおける配意事

項等を教育 し、捜査員等が十分認識 しておくべき事項を理解 させる。

O その上で、現場の制服警察官が事案の取扱いにおいて発達障害者に

対応する際には、必要に応 じて自所属の捜査員等に報告 し、対応要領

について助言等を受けるものとする。

2 新人教育における対応

O 新たに採用された全ての警察官に対 して実施する「採用時教育」に
おいて行う講義 (「障害者等に配意 した警察活動」)や障害者施設にお

ける実習につき、発達障害について専門的知見を有する外部の者によ

る講話を積極的に取 り入れるなど、その特性について理解をする必要

性が高い発達障害に関する教育に重点を置 くこととし、その充実強化

に努める。

3 捜査指導官による指導の強化
○ 警察本部の捜査指導を担当する所属の幹部 (警視又は警部)を発達
障害者の取調べの指導、教養等を担当する捜査指導官とし、上記各種

教育の担当者や福祉部門等関係機関との連携等により、発達障害者に

係る専門的知見の向上に努めるとともに、第一線の捜査員に対 し、特

に取調べ時における留意事項等について教養を行う。

O その上で、第一線の捜査員が取調べ等において発達障害者に対応す
る際には、必要に応 じて上記捜査指導官に報告 し、対応要領について

助言等を受けるものとする。

4 その他
0 なお、指導教育の際に用いる資料として、関係機関から情報を収
集するなど外部の知見を得ながら、警察庁において新たな執務資料

を作成し、各級警察学校・都道府県警察に対 して活用を指示する。



平成 27年 12月 7日
法 務 省 刑 事 局

検察における取調べの録音・録画の実施状況

実施対象事件 平成26年10月 ,従来の試行から本格実施に移行

裁判員裁判対象事件 (H18.8～ )

知的障害によリコミュニケーション能力に問題がある被疑者等に係る事件 (H23.4～ )

独自捜査事件であつて.当該事件により被疑者を逮捕した事件(H23.3～ )

■●4口型については.駆則として.全工●2極菫■で崚籠者取ロベの燎■・薇コを奏饉

試行対象事件 平成26年10月 から新たな試行を開始

発達障害に関する教育・研修

精神の障害等により責任能力の減退・喪失が疑われる被疑者に係る事件(H24.11～ )

X]駐i塾製菫壁凱Ll豊腱劃麹整姪通L

公判請求が見込まれる身柄事件であって,事案の内容や証拠関係,供述状況等に照ら
し,i塞丘査の取調べを録音・録画することが必要であると考えられる事件

公判請求が見込まれる事件であつて,個々の事情により,担豊童
=2主
人の取調べを録

音・録画することが必要であると考えられる事件

O最高検に設置された専門委員会において実施
・発達障害者を支援する関係団体等からのヒアリング
・発達障害者の特性等をテーマとする講演会
(講演録D∨Dを各地の検察庁に配布 )

○ 各高検・地検において実施
`精神科医を含む精神医療関係者.福祉団体,福祉関係者等による講義
・精神医療関係者との意見交換会

○ 法務省で行つている検察官に対する各種の研修において実施
・精神障害等に関する講義
・被疑者等の心身の状況や障害等の特性に応じた捜査・公判活動を行うよう指導
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億t 刑事施設及び更生保護における発達障害者
への対応

(法務省矯正局・保護局)

刑事施設内 社会内

受刑の開始

地
域
生
活
定
着

支
援
セ
ン
タ
ー

自
治
体

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
等

仮釆跡女審理

特別調整の内容の例
・帰住地福祉施設等の調整
・手帳等の取得に向けた支援

・生活保護受給に向けた調整

特用■整の対象書

o高齢 (根財a65歳以上)又は身体障害′
知的障害若しくは精神障害がある

②釈放後の住居力〈ナさぃ
0福祉サービス等を受ける必要がある
と認められる
0円′号力a社会復帰のために特別調整の
対象とすることが相当と認められる

0特別調整を希望している
0個人情報の提供に同意している

【処遇調査】
医学′心理学′教育学′社会学その

他の専門的知識及び技術を活用した′
受刑者の資質及び環境の調査
・各種心理検査等
・医師による精査

【嬌正処遇】
。対人関係に困難がある受用者に対す
る対人関係円滑化指導 (一般改薔指

導)
。一部の刑事施殷
精神障害や知的障害を有する者等を
収容する特化ユニットにおけるコミユ
ニケーシヨンスキルの向上等を目的と

したプログラム
※発達障害者も対象

地域の生活の場

保護観察所

地方

更生保護

委員会

時受入れ

保護施設
・福祉の専門職員を配置
・高齢や障害の特性に配慮した処遇
や福祉機関等と連携した福祉サービ
スの確保を実施

ftt----l:,. 「
■T

職員への研修

矯正施設職員及び更生保護官署職員に対して発達障害
等精神障害に関する知識を含む研修を実施

【保護観 察 。更生緊急保護】
・仮釈放中の保護観察において′高齢
や障害の特性に配慮した指導・支援を
実施
。満期釈放後は′一定期間′本人の申
出に基づき′1宿泊場所の供与等の更生
緊急保護の措置を実施

・処遇調査の結果
。本人の帰住地の希望
・福祉的支援の必要性の有無

などを通知

【生活環境の調整】

福祉との調整

※
特
別
調
整

帰住地を調整し′
受入れ可能な帰
住地などを通知

出所

(溝期釈放′仮釈放)
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